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株式会社山口銀行ＰＲＥＳＥＮＴＳ明治安田生命Ｊ２リーグ第３９節 
レノファ山口ＦＣ vs ギラヴァンツ北九州に関するスポンサーイベントについて 

 

山口フィナンシャルグループ（取締役会長グループＣＥＯ 吉村 猛）の子会社である山口銀行（頭取 神

田 一成）は、弊行協賛冠マッチとして１２月６日（日）に開催される明治安田生命Ｊ２リーグ第３９節の

レノファ山口ＦＣとギラヴァンツ北九州の試合に関して、株式会社レノファ山口（社長 河村 孝）と連携

し、下記のスポンサーイベントを実施しますので、お知らせいたします。 

 
記 

１．スポンサーイベント内容 

【試合当日までの期間】 

（１）冠マッチ記念「山口・北九州飲み比べセット おつまみ付」インターネット販売 

今回の冠マッチを記念し、山口と北九州の地元のお酒とおつまみのセット約４，０００円相当の品

を３，０００円（税込）にて２００セット限定販売します（送料無料・レノファ山口エンブレムス

テッカー付）。ご購入の方には地域商社やまぐちのウェブストア「ｊｉｍｏｔｔｏ（じもっと）」で

使える５００円分のクーポンを贈呈します。 

・購入方法：「ｊｉｍｏｔｔｏ」にてご注文ください。 

・「ｊｉｍｏｔｔｏ」ＵＲＬ… https://www.ymtc-webstore.jp 
※１２月６日（日）まではレノファ山口のホームページからもアクセスできます。 

・販売期間：ご注文が２００セットに到達次第終了します 

・ご注意：ご注文からお届けまで最大２週間程度かかります。余裕を持ってご注文ください。 

 

（２）山口銀行スマホアプリ「事前ダウンロード」のお薦め（試合当日に会場で抽選あり） 

この度、山口銀行スマホポータルアプリへ、レノファ山口のマスコットキャラクター「レノ丸」仕

様の画面を追加しました。これを記念し、本アプリをダウンロード（以下「ＤＬ」といいます）さ

れた方の中から、試合当日に会場で抽選のうえレノファグッズを贈呈します。 

当日は抽選ブースでもＤＬをお手伝いしますが、混雑回避のため、事前のＤＬをお薦めします。 

① ダウンロードが可能な方 

山口銀行に「普通預金口座」をお持ちの方が対象となります。 

② ダウンロード方法 

スマートフォンにて別紙のＱＲコードを読み取りＤＬください。 

 

【試合当日】 

（１）山口県を拠点に活動を行っている「ＭＡＩＮ ＪＥＴ」による演奏とリモート応援映像のコラボ 

出場選手紹介の前に、山口県を拠点に県内外で活動を行っているラウドミクスチャーバンド「ＭＡ

ＩＮ ＪＥＴ」による「ヤマグチ一番」の演奏と併せて、リモート応援映像を放映します。 

 

https://www.ymtc-webstore.jp


（２）山口県立山口高等学校管弦楽部の皆様のご招待・選手入場曲の演奏 

創部７０年の歴史と伝統を誇る山口県立山口高等学校管弦楽部の皆様をご招待し、選手入場曲 

「Ｊリーグアンセム」の演奏をご披露いただきます。 

 

（３）山口銀行スマホアプリをＤＬされた観戦者の方から抽選でレノファグッズを贈呈 

山口銀行スマホアプリへの「レノ丸仕様」画面追加を記念し、本アプリをＤＬされたスタジアム観

戦者の方の中から抽選で１００名様にレノファグッズを贈呈します。 

〇抽選方法・お引渡し方法 

・試合当日の午前１０時～試合終了までに、スタジアム場外正面にございます「山口銀行抽選会ブ

ース」へお越しいただき、スマートフォンにダウンロードされた「山口銀行スマホアプリ」と観

戦チケット（電子チケットを含む）をご提示いただくと、１回ご抽選いただけます。 

・当選した賞品についてはその場でお渡しします。 

 

（４）スタジアム観戦者の方の中から抽選で賞品を贈呈 

当日スタジアムに来場された観戦者の方のうち、Ｊリーグアプリの「チェックインキャンペーン」

で「スタジアムチェックイン」をされた方の中から抽選で次の賞品を贈呈します。 

・大谷山荘１泊２食付ペアチケット１名様 

・２０２０レノファ山口ＦＣレプリカユニフォーム５名様（池上選手、高選手、田中パウロ選手、

小松選手、菊地選手それぞれのサイン入り） 

① 抽選の対象となる方 

Ｊリーグアプリの「チェックインキャンペーン」で「スタジアムチェックイン」をされた方 

② 抽選発表 

ハーフタイム時に、各当選者へアプリ内でプッシュ通知が届きます。 

③ お引渡し方法 

スタジアム総合案内所にてお引き渡しします。 

 

２．試合概要 

・名称：株式会社山口銀行ＰＲＥＳＥＮＴＳ明治安田生命Ｊ２リーグ第３９節 

レノファ山口ＦＣ vs ギラヴァンツ北九州 

・日時：２０２０年１２月６日（日）１４時キックオフ 

・会場：維新みらいふスタジアム 

以 上 

 

 
 【本件に関するお問い合わせ先】 

山口銀行 地域振興部 

西津  ＴＥＬ：０８２-２５８－８４８１ 
 

株式会社レノファ山口 

冨島  ＴＥＬ：０８３-９４１－６７９１ 

※冠マッチ・本件に関する全般については、山口銀行までお問合せください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

ダウンロードはコチラから 

◇振込 

スマホだけで、いつでも、どこでも、 

カンタンに、振込ができます。 

 ※振込取引には、別途「ラクラク認証アプリ」の利用登録

が必要です 

 
◇住所変更 

運転免許証だけで住所変更ができます。 

◇レノファ着せ替え機能 

アプリのデザインを 

レノファデザインに変更できます。 

山口銀行ポータルアプリのご案内 

◇口座開設 

来店不要！ 

印鑑いらずで口座開設ができます。 

◇残高確認 

アプリを起動しただけで、口座の残高

を確認できます。 
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